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通明小学校150周年記念事業
実行委員会

Countdown 498 days

通明小学校昇降口の桐の葉も茂り、その木陰では元気な子供達の声が響き渡っている今日この頃で
す。善光寺の御開帳も無事に開催され、長野市内も賑わいが戻りつつあります。
今回号からは、篠ノ井西小学校が開校前の「旧通明小学校の通学区地域」の皆様にも、「通明小学校
150周年事業たより」をお知らせ致します。どうぞよろしくお願いします。

さて、4月30日に「マンガ記念誌」の取材の一環で「思い出を語る会」を開催しました。今回は、第
二次世界大戦の最中、小学生時代を過ごした９名の皆様から貴重なお話を聞くことができました。大
変つらい体験を語っていただきましたが、そんな時代の中でも子供らしいエピソードのお話もあり、
たくましく生きる当時の子供達の様子を知ることができました。

また、5月8日の「通明中学校跡記念碑の除幕式」終了後に、150 周年事業の説明をする時間を頂戴
しました。荻原 長野市長も駆けつけ盛大な式典でしたが、なかでも参集された皆様が歌う「通明中学
の校歌」は、70 年の時間を超えて当時の子供達の姿を見るようで、とても感動的な場面でした。皆さ
んからパワーを頂き、「150年の庭」で “ 在校児童と地域の皆さんと一緒に「通明小学校 校歌」を歌
う！” という新しい目標ができました。

いよいよ記念事業に対する寄付金のお願いを７月１日より開始いたします。大勢の皆様のご理解と
ご協力を頂きながら、子供達の教育環境の更なる充実と地域と学校の絆がより深まる記念事業を実現
したいと考えています。ご支援のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

実行委員長あいさつ

思い出を語る会を開催 / 通明中学校跡記念碑除幕式にて / 寄付金のご協力

通明小学校150周年記念事業実行委員長
久保田 盛雄

 

150周年事業のキャラクターを発表
「マンガ記念誌」制作監督の 宮尾佳和さんより、主人

公3名のイメージ画が発表されました。

謎の少女「KIRIちゃん」に誘われて、「RENくん」と

「TUMUGIちゃん」が時空を超えて学校の歴史をたどる

旅に出ます。どんな時代に旅をして、どんな人たちに出

会うのか？「マンガ記念誌」の発刊をどうぞ皆様、楽し

みにお待ちください。

150から200周年へ、時をさきがけ、未来をつかもう

～ T h e  p o w e r  t o  c h a n g e  m y s e l f ～

「 一人一人の勇気で、新しい世界の光となれ ！ 」

150th Anniversary Ceremony
2023/11/11

KIRI(きり)  REN(れん)  TUMUGI(つ
むぎ) 物語の主人公３名を発表！

皆様の「在校時の思い出」である当時の写

真やアルバム、録音テープ、記念品など貴重

な資料のご提供をお願いいたします。詳細は

最終ページの事務局までお問合せください。



思い出を語る会 を開催

今回の150周年記念誌には、過去から未来、100周年から200周年への中継地として位置付けて、時代

ごとの通明小学校の様子を忠実に後世に引き継ぎたいと考えています。

このため、学校生活の「思い出を語る会」を開催させていただき記憶を記録にしました。

今回は、激動の戦中・戦後の時代に在校された先輩方9名の皆様から、当時の様子を楽しくそして、

つらい経験の思い出を伺いました。ここでは、皆様のお話しの一部をご紹介します。

於 令和４年４月３０日（土）午後１時
通明小学校 多目的教室

マンガ記念誌の制作に向けて、戦前・戦後の貴重な学校生活のお話をお伺いしました。

上段左から：久保田実行委員長、宮入正純様、宇都宮正一様、棚田渉様、須坂恒雄様、酒井部長

下段左から：高野校長先生、高澤通泰様、宮尾佳和様、渡邉一正様、中嶋君忠様、望月淑子様、村田美津子様

昭和19年度 通明国民学校卒業

須坂 恒雄 先輩

昭和16年 ３年生の時、篠ノ井
通明国民学校となり、男女が
別のクラスに変更となった。

戦時体制になり、在校児童も
「耐え忍ぶ」、「兵隊さんも
がんばっているから生徒もが
んばれ」という時代に変わり、
講堂正面「忠孝」の額に示さ
れた「国に忠義を尽くせ」、
「親に孝行を尽くせ」と年間
を通じて教えられていた。

昭和22年度 通明小学校卒業

村田 美津子 先輩

昭和16年に国民学校の１期生
として入学した。その年の12
月に真珠湾攻撃があり、太平
洋戦争が勃発した。先輩に連
れられ布施神社に戦勝祈願に
行かされたことを記憶してい
る。

３学年の勤労奉仕で学校林に
行き、冬の暖房に使用する薪
を切り出し、重い薪を背負い
帰った。

戦後、教科書の黒塗りを鮮明
に覚えている。

昭和22年度 通明小学校卒業

望月 淑子 先輩

昭和20年４年生の時、母の実
家の西寺尾に疎開した。

戦後、５年生の時に通明小学
校へ転校したが、疎開児童が
多く、１クラス男女共学で63
名が在席していた。

夏の体育の授業は楽しみだっ
た。学校にはプールがないの
で、暑い日、千曲川まで歩き
遠かった。男性は裸に猿股で、
女性はシミーズにブルマーを
着用して、千曲川で水泳をし
ていた。



昭和23年度 通明小学校卒業

渡邉 一正 先輩

昭和19年２年生の時、学徒労
令の発令で、授業は２部制と
なり、午前の勤労奉仕では農
作業や桑の木の皮はぎを一生
懸命していた。午後に教室で
授業を受けたが過労で疲れて
いた。

昭和20年の３年生で終戦を迎
え、翌年、今までの教科書を
読めないように筆で墨塗をし
た。

食料が乏しく昼食は家に戻り
芋を食べていた。

昭和２5年度 通明小学校卒業

高澤 通泰 先輩

一番の思い出は、近所に大勢
の友達がいて、芝沢地区の皆
で遊んだことが思い出される。

食べる物がない時代で、桑の
実を食べ、蜂の子、イナゴ、
とにかく何でも食べていた。

篠ノ井の空襲の時は、味噌工
場の煙突が機銃照射の目印に
なり、近所の屋根瓦が砕けた。
散乱した薬きょうを拾ったこ
とを思い出す。

昭和30年度 通明小学校卒業

棚田 渉 先輩

通学時は下駄や草履の時代で、
学校内の上履きも靴は珍しく、
私は草履を使用していた。

特に、その頃の冬は厳冬で、
登校前に親が雪踏みにより児
童の通学路を整備する時代
だった。

当時、我が家には自転車があ
り、親が使用する大きな自転
車を時々借用して、三角乗り
により出掛けていたことが思
い出される。

昭和27年度 通明小学校卒業

中嶋 君忠 先輩

篠ノ井空襲の時は、芝沢の自
宅付近の防空壕の中で体験し
た。

空襲警報の後、暫らくたって
防空壕から出たとき、篠ノ井
周辺の機銃照射を目撃した。
操縦士の顔が見える距離で、
薬きょうがパラパラと落下し
ていた。

学校給食の脱脂粉乳が美味し
くて、兎に角食べられるもの
は、全て美味しく食べていた。

昭和30年度 通明小学校卒業

宮入 正純 先輩

入学式の翌日、好天の下、校
門の前の門柱の桜が満開で入
学記念の写真を撮ったことを
記憶している。

校内散策で先走って体育館に
入り、飛び回っていたら、先
生に怒られた。ちょっとヤン
チャな児童だった。

戦後、進駐軍にチョコレート
やキャラメルを貰って非常に
美味しかったことを覚えてい
る。

昭和26年度 通明小学校卒業

宇都宮 正一 先輩

通明小学校に登校して、玄関
のスノコの前で、上履きに履
き替えたことを覚えている。

在校した6年間は、クラス替え
がなく担任の先生は２人だっ
た。今の定期的なクラス替え
で担任の先生が交代する時代
とは違った。

孫に言うと笑われてしまうが、
６年間一度も休まず、皆勤賞
の表彰をもらった。

長野市民新聞5月3日号に150周年記念事業の「マンガ記念誌」が記事に
なりました。



周年記念の事業計画とご寄付のお願い

150周年記念事業の事業概要が決定 / ７月１日よりご寄付のお願いをスタート

目標金額 １０，０００，０００円

寄付金額 １口 １０，０００円から（それ以下でも有難く頂きます）

寄付の特典
１０，０００円以上のご寄付をされた方
・ 通明小学校の歴史を綴った「マンガ記念誌」を贈呈します（令和５年夏頃）
・１５０年の庭に設置する銘板に御芳名を掲載します。

寄付期間 令和４年７月１日から令和４年１２月３１日までの期間

寄付方法

各ご家庭にご送付させていただきました「ご寄付のお願い」に添付されてお
ります「払込取扱票」に必要事項を明記の上、郵便局よりお手続きください。

各銀行等（八十二銀行、長野銀行、長野県信用組合、長野信用金庫、ＪＡグリーン長野）
からご寄付を希望される方は、「ご寄付のお願い」又は「同窓会ホームページ」
（https://www.tsumeisho-dousoukai.jp ）にて詳細をご確認ください。

記念式典・記念企画の開催

１５０年の庭の造園整備

マンガ記念誌の制作・発刊

タイムカプセルの開封

同窓会ＨＰの管理維持

学校教育向上活動の補助等

本年4月1日に発行した委員会たより（第3号）の2ページ「学校の歩み」で、 “ 1941年（昭和16
年）篠ノ井通明国民学校の発足 ”が欠落しておりました。お詫びして訂正いたします。

ス タ ッ フ

急募！

2003年（平成15年）の創立130周年事業で、在校児童が20年後に思いを託し
埋設したタイムカプセルを発掘し、思い出をお届けする開封式を開催します。
平成3年度から8年度に生まれた当時在校児童の皆様の運営スタッフを募集し
ます。お申込み、お問い合わせは下記事務局までご連絡ください。

通明小学校 開校150周年のスタートとなる令和５年４月１日 まで１年を切りました。篠ノ井地
区の大勢の皆様からお祝いされ、200周年事業の年まで永く語り継がれる事業となるように取り
組んでまいります。どうぞ皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

編 集 後 記

事務局 桑原義敬 ☏090-7631-6139 、✉ts150jimu@gmail.com 

学校と篠ノ井地区が一体となって盛り上がる 記念式典、
創立150周年の祝祭イベント等を企画・実施します。

正門前の自然観察園を「150年の庭」に改修・造園しま
す。学校と地域の交流拠点として整備します。

児童にも学校の歴史がわかりやすく理解できる「マンガ
記念誌」を制作します。

創立130周年記念事業のタイムカプセルを、当時の先生
や児童の皆さんと開封します。

学校の歴史を記録し、同窓会の活動や150周年事業の情
報を発信します。

学校の教育向上に繋がる活動を支援します。

同窓会HP
QRコード

お詫び（訂正）

150周年事業の事業概要が以下の通り確定し、
7月1日よりご寄付のお願いを開始いたしました。
大勢の皆様のご理解とご支援をお願い申し上げます。
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